
業種特性に着目した工場立地の空間分析 

 

 名城大学 非会員 木村祐樹 

 名城大学大学院 学生会員 唐木沙織 

 名城大学 正会員 鈴木 温 

 

１．はじめに 

地方財政が厳しさを増すなか，多くの地方自治体

にとって，経済の活性化や雇用創出効果，税収の増

加などが期待される工場立地に対する期待は大きい．

一方，企業は，生産効率性を上げるべく工場の適地

を探している．すなわち工場立地は，企業のニーズ

と，固有の資源や人材などのポテンシャルを有する

地域とのマッチングが重要であると考えられる．ま

た，工場の立地に際しては，雇用者の居住環境や周

辺の交通対策等の環境整備が必要である． 

そこで本研究では，マッチングを支援し，計画的

な環境整備を支援するため，企業の空間的な立地特

性を詳細に分析することを目的とする． 

 

２．既存研究と本研究の位置づけ 

工業立地に関する研究は 20 世紀初頭の Weber1)

にさかのぼる．その後，産業構造の変化とともに様々

な研究が行われた．1980 年代後半以降，欧米の経済

地理学では，移出需要と産業の雇用成長に注目した

「新しい産業集積」が活発に議論されていた．

Krugman2)は地理条件や資源が同じ企業でも，些細な

偶然によってできた差が収穫逓増により徐々に拡大

し，大きな産業集積につながると指摘した．また，

Markusen3)は，産業集積の議論で，①マーシャル型，

②ハブ・アンド・スポーク型，③サテライト型とい

う 3 つのタイプの産業地域を示した．このように近

年では，工業立地に関する理論は集積のメカニズム

に関する議論が中心となりつつある． 

一方，田邉・松浦 4)は交通社会資本が工場立地選

択へ与える影響を分析し，空港，港湾，新幹線駅ま

での近接性が主要な立地要因であることを示した．

更に，本社までの移動時間が立地選択において最も

重要な要因であり，高速道路の延伸は特に本社によ

り近い地域の立地確率を高めることを明らかにした． 

また，兼子・野尻 5)は日本の自動車産業における

ジャスト・イン・タイム（JIT）方式と立地の関係に

ついて分析した．その結果，JIT により，部品工場

の立地は集積の方向に向かうとは限らず，物流拠点

がバッファーの働きをしていることを示した． 

本研究では，既存研究の成果を踏まえつつ，詳細

な工場の個別データと GIS を用い，業種の特性に応

じた工場立地の集積メカニズムと空間特性に関する

実用的な知見を導くことを目的として，愛知県の代

表的な近代産業である自動車産業と伝統産業である

窯業の詳細な工場データを用い，GIS を活用するこ

とにより，立地の空間分析を行う． 

 

３．方法 

愛知県内に立地する自動車産業および窯業の資

本金 1000 万円以上のすべての企業を対象として，

GIS を用いて位置情報を地図上にプロットした．ま

た，それらは資本金，労働者数，業種，品目等に関

する情報をリンクさせ，工場の特性に応じた分析を

可能にした．なお，データは工場ガイド 愛知 改訂

第 2 版(2004 年)を用いた．また，トヨタ自動車本社

（愛知県豊田市トヨタ町 1 番地）からの車で移動し

た場合の所要時間を °01.0 (約 1km)メッシュで計算

することによって，等時間曲線を算出し，工場立地

分布に重ね合わせた． 

 

４．分析結果 

図-1，図-2 にそれぞれ愛知県内の自動車と窯業

の工場の分布図を示す． 

自動車工場は名古屋市南部と西三河地方に広く

分布している．ジャスト・イン・タイム生産システ

ムは工場間の移動の時間制約が厳しいため，組立工

場の周辺に集積していることが読み取れる． 

また，図-3 にはトヨタ自動車本社からの車の所

要時間を示すが，概ね 40 分圏内に多くの部品工場が

分布していることがわかる．ただし，本社より西側

には他の組立工場が複数存在するため，その影響も

考慮に入れる必要がある．一方，東側は山間部にな
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っており，道路網も不十分なため車の所要時間が増

大し，工場の立地は見られない．名古屋市南部につ

いては，資本規模の小さい企業が多いが，組立工場

からも離れており，要因の特定には詳細な分析が必

要である． 

 

図-1 愛知県内の自動車の工場分布図 

 

 

図-2 愛知県内の窯業の工場分布図 

 

次に，窯業は瀬戸市，常滑市，高浜市周辺に集積

していることがわかる．これは瀬戸焼，常滑焼，三

州瓦といった伝統産業の集積と考えられる．また，

瀬戸市での現地調査の結果から，陶磁器に適してい

る土が採掘できる採土場と工場が非常に近接してい

ることがわかった．これは原料の輸送コストが商品

の付加価値に比べ，大きいことから，陶磁器に関す

る工場は，原料の産地にきわめて近いところに立地

しているものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

本研究では，愛知県内の自動車と窯業について工

場立地の空間的な分析を行った．その結果，自動車

と窯業では，全く異なるメカニズムによって，工場

が集積していることがわかった． 

今後は生産プロセスを考慮した詳細な工場立地

に関する分析や立地ポテンシャルの導出等を行い，

立地のメカニズムを詳細に明らかにしてゆきたい． 
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図-3 トヨタ自動車本社工場からの車の所要時間 
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